
緑立つ道の遺跡達 

古文化同好会、第二京阪道路、寝屋川地区を探索 

平成２３年１２月１０日（土） 

行  程 

ＪＲ星田駅⇒寝屋東遺跡⇒寝屋南遺跡⇒奥山１

号墳⇒太秦古墳群⇒太秦遺跡⇒大尾遺跡⇒高宮

遺跡⇒（参考・蔀屋北遺跡）⇒小路遺跡⇒讃良

郡条里遺跡（讃良川遺跡含む）⇒大正寺⇒忍陵

神社⇒ＪＲ忍ケ丘駅（解散） 

寝屋川市の「シンボルマーク・鉢かずき姫」 



寝屋東遺跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

谷と谷とに挟まれた丘陵上から飛鳥時代から奈良時代にか

けての掘立柱建物が１５棟以上見つかっており、この時期

に付近の開発が始まったと考えられます。 

    

寝屋南遺跡(二国下) 

 

 

数棟からなる飛鳥時代の掘立柱建物跡が見つかりました。

規模の小さいことから、小さい村が営まれていたと考えら

れます。 

 



寝屋南遺跡（ビバホーム下） 

二国の西側、ビバホームの下から弥生時代の終わり頃（２

世紀頃）の集落と思われる所から、９棟の竪穴住居跡（一

辺５～６ｍの方形）のほか柱穴、土坑、溝などが見つかる。 

数棟の住居跡では、床面で焼土や建築材が焼けたと考えら

れる炭が多く残っているものがあり、住居を廃棄した際に

火をつけたことがわかり、また同じ場所で建て替えをおこ

なったものもありました。（寝屋川市教育委員会調査） 

 
      

 

 

 

弥生時代（１８００年前）高杯 手焙形土器 



奥山遺跡（奥山１号墳） 

 

 

古墳時代の円墳が単独で見つかりました。上部を大きく削

られていましたが、埋葬施設はこの地方では珍しい横穴式

石室を持つ古墳でした。内部には須恵器や土師器を始め、

鉄製の弓矢などの武器類、ガラス玉などのアクセサリーが

収められており、特に耳飾りは１１点見つかったことから、

最低でも６人が次々と葬られていたことが判明しました。 

いずれ条件が整えれば、復元する予定があるそうです。 

 



 

 

 

 

 

 

復元された古墳。古墳時代中期の方墳 



 

 



太秦遺跡の発掘現場（多数の円形建物が見える） 

 出土品 

 

 

 

 

 

 

 

      ヒスイの勾玉（非常に小さい） 



石器類 

 

          土器類 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

復元された弥生時代の方形周溝墓 



奈良時代の掘立柱倉庫（高宮廃寺の付随施設か） 

 

 

 

 

 

 



蔀屋北遺跡発掘状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 馬の全身骨格出土 

 



丘陵から下がった平地部に立地します。古墳時代では初頭に築かれ

た前方後方形の周溝墓が分布の中心とされる東海・近江地方をはず

れたこの北河内地域で見つかったこと、奈良時代では都と同じよう

に災いや疫病神を払うために用いられた人面墨書土器や、願掛けに

使用された絵馬が流路から大量に出てきたことで脚光を浴びていま

す。 

 



讃良郡条里遺跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

条里跡と遺跡群 

 

 

 

 

 

 

 

 



周辺遺跡からの出土品 

 

貝殻の埋まった穴          布留式土器 

 

縄文土器              弥生土器・壺 

 

ナイフ形石器            シカの骨 

 

 



忍陵神社（四条畷市岡山） 

 

 

 

 

 

 

 

大坂夏の陣における徳川方の本陣の説明がある 



説明資料はこの古墳以外、寝屋川市教育委員会の物を使用 


